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アマゾン・アメリカ漫遊記

Part2　アメリカ東海岸を行く＊

松　山 洋＊＊

　1．はじめに

　ペルーアマゾンからの帰りに，アメリカ合衆国フロ

リダ州（FL）にあるFlorida　State　University（FSU）

とニュージャージー州（NJ）にあるBell　Communica－

tion　Research（Bellcore）ぴこ留学中の先輩宅を訪問し

ました．そのまっ最中にアメリカ東海岸を襲った今世

紀最悪の嵐に遭遇しましたので，まとめて御報告した

いと思います．なお話の都合上松山（1993）に先に目

を通していただければ幸いです．

　2．東大ワンゲル部と気象学会

　筆者は東大ワンゲル部のOBですが，地球科学と登

山には密接な関係があるらしく，気象学会に所属して

いる東大ワンゲル部の先輩が何人かいらっしゃいま

す．気象庁数値予報課の萬納寺信崇さんもその1人で，

1991年7月から　FSU　の気象学科に留学し，T．N．

Krishnamurti教授のもとで研究をすすめておられま

す．フロリダ州マイアミ（Miami）は南米へのゲート

ウエイであり，萬納寺さんからはたびたび，筆者が今

度アマゾンに行く時にはぜひタラハッシ　（Tallahas．

see，FSUのあるフロリダ州の州都）に寄って下さいと

いうお手紙を頂戴していましたので，今回ペルーアマ

ゾンからの帰りにおじゃますることにしたわけです．

　萬納寺さんと電子メイル（e－mail）で連絡しあって

いたところ，筆者の訪米がBellcoreに留学中の別のワ

ンゲルの先輩（田中雅明氏：東京大学工学部電子工学

科，日本学術振興会海外特別研究員）にも知られてし

まいました．このため，本来日本からペルーアマゾン

ヘの通り道ではないニュージャージー州にも立ち寄る

ことになったのですが，これらの都市の位置関係につ

いては第1図を御参照下さい．

＊A　round　trip　to　the　Amazonia　and　the　USA．，Part

　2：A　trip　from　Florida　to　New　Jersey．

＊＊Hiroshi　Matsuyama，東京大学気候システム研究セ

　ンター（日本学術振興会特別研究員）．

　3．FSU　Krishnamurti研究室にて

　FSUの気象学科には気象学会の先輩方も以前に何

人か留学されており，Krishnamurti研究室の様子もす

でに紹介されています（隈，1990）．おそらく萬納寺さ

んも帰国後「海外だより」に滞在記を寄稿されること

でしょうから，ここでは一訪問者である筆者の行動に

基づいて体験記を述べたいと思います．

　タラハッシには1993年3月9日から12日まで滞在し

ました．筆者は1992年3月16日から19日にかけて東京

で開かれた「宇宙からの降雨観測データの処理・利用

に関する国際ワークショップ」でKrishnamurti教授

にお会いしたことがありますが，今回教授が筆者のこ

とを覚えていてくれたのにはびっくりしました．筆者

は，自分がアマゾン川の流域水収支の研究をしており

ちょうど今ペルーアマゾンから戻ってきたところです

と言って自己紹介したのですが，教授にIt’sGEWEX

Study・（GEWEX：全地球エネルギー・水循環実験観

測計画）と言われたのにはとても嬉しくなりました．

　まずは無事にペルーからアメリカに戻ってきたこと

を日本に知らさなければなりません．ymnet（佐藤，

1993）をはじめとして日本の知りあいにe－mailを送

りまくったのですが，翌々日10ginしてみると筆者宛

てのe－mailが8通も届いていました．そのほとんど

が筆者の文明社会への復帰を歓迎するという内容でし

たが，国立環境研究所の光本茂記さんからは，これか

らニュージャージー州に行くのならプリンストン

（Princeton）大学の大淵済さんを訪ねてみたらどう

か，というメッセージをいただきました．筆者は大淵

さんにお会いしたことはありませんが，噂はかねがね

聞いており一度お会いしたいと思っていました．そこ

で不躾ながら突然大淵さん宛てにe－mai1を送ったの

です．ここまでくるとわれながら自分のずうずうしさ

にあきれてしまいます．

　果して反応やいかに．1時間もしないうちに，お待

ちしていますというお返事を頂戴し，3月13日（土）
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第1図 SSフ93の進路（ハッチをかけた部分）．

todayとは3月14日のことである．点線
は予想進路であるが実際ほぽこの通りに

北上した。細実線は州の境界であるが，

州名はフロリダ州（FL）とニュージャー

ジー州（NJ）以外は省略した．なおこの

図は，PennsylvaniaStateUniversityが

作成し93年3月！4日付The　New　York
Timesに掲載されたものを加筆・修正し

たものである．

全くもってe－mai1の午後に会うことになりました．

とは便利な通信手段です．

写真1　S．E．Nicholson教授と筆者

細

細

　4．FSU　Nicholson研究室にて

　FSUの気象学科には，S．E．Nicholson教授という

アフリカの気候研究の大家がいらっしゃいます．筆者

は修士論文で南米のアマゾン川，アフリカのコンゴ川

という世界1，2の流域面積を持つ大河川の流域水収

支の季節変化について解析し比較を行なったのですが

（松山，1993MS），今回FSUを訪問するにあたって

はNicholson教授にぜひ質問したいことがありまし

た．Krishnamurti教授にNicholson教授を紹介して

いただいたのですが，以前FSUに留学していた安成

哲三教授（筑波大学地球科学系）から，Nicholson教

授が非常にチャーミングな方だということをおうかが

いしていましたので，お会いするのがとても楽しみで

した．その言葉の通り実際にお会いした御本人はとて

も素敵な方でした（写真1）．

　名刺を差し出すといきなりDo　youknowShinodaP

と聞かれたのにはびっくりしましたが，さすがは篠田

さん（雅人氏，東京都立大学理学部地理学教室），有名

人です．篠田さんもアフリカの気候変動の研究をされ

てますが（例えばShinoda，1989，1990a，b），これら

の論文で用いられている降水量データはNicholson

教授が集めたもので，NicholsonAfricanrainfall　data

setと呼ばれています．帰国後，FSUでNicholson教

授に会ったことを篠田さんにお話ししたところ，篠田

さん御自身は教授にお会いしたことがないそうで，こ

こでもまた驚いたのは言うまでもありません．

　コンゴ川の流域水収支の研究を進めるにあたって一

番困ったのは，1960年以降のコンゴ盆地，特にザイー

ル国内の降水量データがほとんど入手できないことで

した．Nicholson教授なら降水量データをアップデー

トしているのではないかと期待してFSUにやってき

たのですが，Noと言われたのには大ショックでした．

56 “天気”40．12．
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傷心のまま教授の部屋を立ち去ろうとすると，教授は

筆者を院生室に案内し4冊組のコンゴ盆地の気候図集

（Bultot，1971a，b，1972，1977）を見せてくれたのです．

そして必要ならばコピーしてもいいと言い残すと，筆

者を院生の皆さんに紹介することなく立ち去ってしま

いました．

　図集はフランス語で書かれていますが，分布図を見

れば内容はなんとなくわかります．図集には気温，降

水量，湿度などの年平均値や月平均値の分布図が掲載

されていたのですが，そこには夢にまで見た流域内数

地点の流量データもあるではありませんか．流域水収

支の研究では，1年よりも短い時間スケールの水収支

式を解くことによって貯留量の季節変化を求めること

ができるのですが，流域全体を解析単位とする水収支

の研究では，流域内部のどこに水が貯っているかとい

う貯留量の分布については答えることができません．

特にコンゴ川流域の場合には流域北部と南部では雨季

が異なり，流域全体を対象とする水収支解析の限界を

感じていました．筆者が解析に用いた世界河川流量

データセンターのデータにはコンゴ川支流の2地点に

おける流量データも含まれているのですが（松山，沖，

1992），これだけでは解析に不十分なためなんとかして

流域内数地点の流量データを入手できないかと画策し

ていたところでした．その流量データが目の前にある

のです．筆者は嬉しくて飛び上がらんばかりになりま

した．

　ところが，この貴重なデータを見つけるまでに約！

時間30分経っており，気がつくと院生室には筆者しか

残っていません．時計を見ると17：00過ぎで，院生の

皆さんは筆者1人を残して帰宅してしまったのです．

よくよく信頼されたものですが，それにしても筆者の

ような不審人物を1人残して帰宅してしまうとはいっ

たいどういうことでしょう．萬納寺さんに連絡を取り

たくても内線番号はわかりませんし，かと言って部屋

を開けっ放しにしてコピーを取りにいって，その間に

泥棒でも入ったら大問題です．とりあえず部屋をロッ

クしてNicholson教授を呼びにいったのですが，教授

も既に帰宅したあとでした．せめて一番大事なデーター

だけでも書き写しておくんだった，と思っても後のま

つりで，仕方がないのでその日はFSUを後にしまし

た．すべては明日です．

　翌日再び件の院生室に出かけましたが，部屋は開

けっぱなしで誰もいません．あいかわらず不用心な研

究室です．Nicholson教授もまだ大学にいらっしゃっ

ていないので，勝手知ったる筆者は文字通りの不審人

物と化して件のアトラスを持ち出し，萬納寺さんの助

けをお借りして必要箇所をコピーしたのでした．事後

承諾となりますが，この日の午後タラハッシを発つの

ですから仕方がありません．

　コピーをとったあと廊下でばったりNicholson教

授と出会いました．収穫大である旨を伝え，日本には

このようなアトラスはなく大変貴重な資料を見せてい

ただいた，とお礼を述べたところ，教授は日本はおろ

かアメリカにもこのアトラスはなく，ベルギー（ザイー

ルの旧宗首国）から入手したものだということをおっ

しゃいました．研究に必要なデータは地球上のどこか

にはあるものだということを今回のFSU訪問で痛感

したのですが，大切なのは誰がデータを持っているか

を知ることであり，そのためには国内・国外を問わず

ネットワーク作りが重要であるとつくづく思いまし

た．またNicholson教授は，このデータを用いて研究

を進めてよろしいと言って下さいましたので，この「海

外だより」を書き上げたらさっさと解析してしまわな

ければなりません．

　5．アメリ力東海岸を襲った今世紀最悪の嵐

　萬納寺さん御夫妻のお見送りを受け，3月12日の午

後にタラハッシを後にしマイアミ経由でニュージャー

ジー州に向かいます．ニューヨーク（New　York）の

空港では田中雅明さん御夫妻に迎えにきていただきま

したが，開ロー番田中さんがおっしゃるには明日嵐が

やってくるとのこと，どうも筆者はとんでもない時に

来てしまったようです．その言葉が信じられないほど

空は晴れ渡っていましたが，これが嵐の前の静けさと

いうやつでしょうか．

　翌朝（3月13日）起きてみると本当に暴風雪です．

これは外出どころではありません．発達しながら北上

し，数ヶ所で冬季の気温・気圧の最低記録を更新して

いったこのアメリカ東海岸における今世紀最悪の暴風

雪は，のちにSuper　Storm93（SS’93）と命名されま

した．さっそく大淵さんに電話して今日会う約束をと

りやめにしたのですが，プリンストンまで車であと1

時問というところまで来たというのに非常に残念でな

りません．結局大淵さんとはこの2週問後に東京で初

めてお会いできたのですが，大淵さんにとっては日本

各地で講演するお話の核心部の結果がようやく出始め

た頃だったのに，SS’93のために4日間家に閉じ込め

られその間作業が出来ずに大変だったということを，
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後日東京でうかがいました．ちなみに翌日の新聞The

New　York　Timesによればプリンストンの積雪深は

9インチ（1インチは約2．5cm）だったそうです．

　SSフ93については，すでに速報および日本の気象庁

の数値予報が的中したことが報告されていますが（隈，

1993），3月14，15日付のThe　New　York　Timesの

記事をまとめると以下のようになります（第1図）．SS

’93は最大瞬間風速100mph（mile　perhour，1マイル

は約L6km）にも達する暴風雪であり，高潮が発生し

浸水の被害も生じたため海岸地帯では強制避難を余儀

なくされました．ニューヨークにある3つの国際空港

は3月13日の午前中には閉鎖，鉄道も一部区間不通，

高速道路も大部分が通行止めになり，筆者の旅行日程

も1日後ろにずれていたら，飛行機が飛ばずに空港で

足どめをくらい大変なことになるところでした．積雪

深はニューヨークなど海岸部で12インチ，内陸部で21

インチであり，8都市で最大積雪深記録を更新しまし

た．またSSフ93はブリザードとハリケーンの両方の

特徴を兼ね備えていたため，フロリダ州では竜巻によ

る被害が続出しました．ニュージャージー州では吹雪

は3月13日の午後にはみぞれに変わり，15：00頃から

雨になりましたが，雨にならなければニューヨークの

積雪深は18インチくらいになったことでしょう．SS’93

の通過に伴って8州で非常事態宣言が出され，2500万

世帯が停電し，死者は3月15日の段階で112人にも及び

ましたが，このように広域に被害をもたらしたことが，

今世紀最悪の嵐であるゆえんであるそうです．またSS

フ93がアメリカ東海岸における史上最悪の嵐でないの

は，1888年3月にニューヨークで3日間吹き荒れ200人

が死亡した暴風雪（積雪約60インチ）があったからで

す．

　ニュージャージー州では1992年12月11日にも発達し

た低気圧の影響で，海岸地帯では暴風や高潮による浸

水と停電に見舞われたのですが（例えば藤川，1993），

SSフ93の被害はこの時ほど大きくありませんでした．

これは前回警戒宣言を出すのが遅れた反省に基づいて

今回は的確な予報と早めの警戒宣言を出したこと，SS

’93は週末に襲来したこと，および高潮と強風の最大値

が出現する時間帯がずれたことなどによります．

　The　New　York　Timesの気象欄ではペンシルバニ

ア州立大学Weather　Communication　GroupのP。G

Knight氏がSS’93について解説していました．SS’93

はメキシコ湾西部で発達した擾乱，太平洋からアメリ

カ大陸を横断してきた擾乱，カナダの方からやってき

た擾乱の3つが組み合わさって発達したもので，この

時の高層天気図はJet　Streamが北米大陸上を大きく

蛇行するパターンになっていました．1980年代は今世

紀中最も高温の時代でありSSフ93のような暴風雪の

襲来も少なかったのですが，このことについてNASA

のJ．E．Hansen博士は，SS’93はピナトゥボ火山の

噴火が直接引き起こしたものではないが，もし噴火し

なければこれほどまでには猛発達しなかっただろう，

というコメントを寄せています．火山大噴火が気候に

およばす影響については例えば山川（1992）にいくつ

か紹介されており，実際にピナトゥボ火山噴火後の

1992年春以降，北半球対流圏全域で気温の低下傾向が

顕著であることが報告されています（川真田ほか，

1992）．しかしながら，火山大噴火と大気循環場の変動

の具体的な因果関係の解明については今後の研究の進

展が待たれるところです．また山川（1992）には，ア

メリカ南部からメキシコ北東部（メキシコ湾岸地域）

では温暖化が顕著になった1988～1991年の北半球の寒

候期（12月～2月）には，寒冷前線が活発化し降水量

は増えているという報告もあり，寒候期全体を通じた

降水量の増減の傾向と一度に大量の降水をもたらす暴

風雪の出現傾向は必ずしも一致しないようで，これも

また興味深いことだと思います．

　3月15日付のTheNewYorkTimesによれば
ニューヨークにある3つの国際空港は3月14日夜に一

部再開し15日午後には正常に戻るだろうという話でし

たが，実際にはそうではありませんでした．筆者は15

日18時過ぎの飛行機でニューヨークを発つ予定でした

が，結局飛行機が出発するまで延々5時間以上待たさ

れました．しかしながら，予定便が多数キャンセルさ

れ空港の出発待合室は足止めされた旅客であふれてい

るのに，この程度の出発待ちで予定の飛行機に乗れた

のですから，日程の幸運には感謝しなければなりませ

ん（ちなみに，東京大学気候システム研究センターの

松野太郎教授も，SS793襲来時にニューヨークの別の

空港で足止めされたということを帰国後うかがいまし

た）．ペルーでは乗物に泣かされ続けましたが，その分

アメリカで埋め合わせといったところでしょうか．

　6．おわりに
　佐藤（1993）にも述べられていますが，今回の外遊

では計画段階から旅行中までe－mai1の威力を痛感し

ました（ちなみに筆者のe－mail　addressはmatuyama

＠ccsr．u－tokyo．ac．jpです）．また先輩両氏の日常生

58 “天気”40．12．
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活については全く触れませんでしたが，アメリカの生

活スタイルは職住接近ということもあって時間の使い

方がとても優雅であり，本来人間とはかくあるべきだ

と痛感しました．アメリカの暮らしに感動し，近い将

来留学したくなったことは言うまでもありません．ち

なみに帰国後の筆者はアメリカの生活スタイルを真似

して，18：00になったら帰宅するようにしたのであり

ました．

　謝　　辞

　フロリダ州滞在中は萬納寺信崇さん，真理さん御夫

妻に，ニュージャージー州滞在中は田中雅明さん，真

理子さん御夫妻に何から何までお世話になりました．

FSUではT．N．Krishnamurti教授とS．E．Nichol－

son教授および両研究室の皆さんにお世話になりまし

た．またSS’93については，農業環境技術研究所の

山川修治博士と東京大学気候システム研究センターの

松野太郎教授からコメントをいただきました．ここに

記して皆さんに感謝したいと思います．
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日本学術会議第16期会員候補者の選考対象者の募集（公示）

　「日本学術会議第16期会員選出の手続きがすすめら

れています。日本気象学会は学術研究団体の登録を終

え、関連研究連絡委員会は申請どおり「地球物理学」

となりました。当学会としては、第16期会員候補者を

選考し　1994年1月31日（月）までに日本学術会議に

届け出ることになります。

　日本気象学会の会員候補者は「天気」34巻3号でお

知らせした選考方法によって選出します。会員候補者

が満たすべき要件は次のとおりです。

（1）5年以上の研究歴を有し、優れた研究または業績

　　がある科学者であること。

（2）過去において、通じて9年を越えて日本学術会議

　　会員であったことがないもの。
（3）日本国籍を有すること。

　　　学術会議会員候補者および推薦人の選考委員会

　つきましては、会員候補者の選考対象者を募集しま

　す。自薦・他薦を問いません。応募者は下記の要領

　で届け出下さい。

　　　　　　　　　　　　　記

1届出事項
　ア）応募者氏名、住所・連絡先（住所と異なる場合）

　　日本学術会議会員歴、勤務機関および職名、最終

　　学歴、学位、ならびに簡単な研究歴。

　イ）他薦の場合は、推薦者氏名、　（複数可）、連絡

　　先ならびに被推薦者の承諾書。

2．宛先：日本気象学会　事務局

　　　　　〒100　東京都千代田区大手町1－3－4

　　　　　　　　　気象庁内
3．締切：1994年1月20日（木）
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